
３学年だより ITK64 
 

 

 

1年前、覚えていますか？内藤先生がこんな内容を書いていましたよ。（一部要約） 

みなさん、1年が過ぎて、中学校生活の残りが半年あまりになった今、1年前と比べ、この 3つの

力はどれくらい伸びたでしょうか？立ち止まり、振り返ることも、時には必要だと思います。そして、 

 「自分はどう生きるか」を考えて、力強く前に進んでいって欲しいと思います。 

  内藤先生は、わかりやすく 2年生の 2学期の道を示して下さいました。では、3年生の 2学期は、

どのような力を高めれば良いのでしょうか？ 受験に向けた学力？ 粘り強い心？ 

 「君たちはどう生きるか」というジブリ映画が話題になっています。小説も、漫画もまた注目を集め

ています。「自分がどう生きるか」によって、高めなくてはならない力は、皆それぞれ違うのではない

でしょうか？「今、自分がどうするべきか」と、「そういう行動ができない」のギャップに気付いて、

自分の中のギャップを埋めるべく、自分の理想に向けた行動を始めましょう。 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

上越市立板倉中学校 

第 10号  8月 25日発行 

文責 学年主任  

担任 金子 均 

2学期のスタート。どんな力を高めたい？ 

２学期スタート！こんな力を高めたい！ 

 長い夏休みが終わり、2学期がスタートしました。2学期初日の学年集会で、この 2学期以降に、学年として高めたい

力を３つ話しました。 

１つめは、「学力」です。授業態度は良好で、学び合いや話し合い活動もよくできているのになぜ？夏休み中の補充学習

でも一生懸命取り組む姿が見られるのになぜ？いろいろな方法で学力向上への意識を高めていきたいと思います。 

２つめは、「リーダー・フォロアーの資質」です。多くの部活動では新部長を決めて活動しています。2学期以降は多く

の行事があり、リーダーとして活躍する場が増えます。リーダーの資質は、生まれた時から備わっているものではなく、

育てるものです。チャンスをつかみ、大勢の生徒にリーダーの経験をしてほしいと願っています。 

３つめは、「心」です。全体的には心穏やかに人と関わり、ルールやマナーを守り、トラブルの少ない良好な学年だと思

います。願わくは、困難なことに立ち向かう強い心、粘り強く取り組む態度、向上心など、あと少し鍛えていけばもっと

良くなると思います。 

さあ、中学校 3年間の半分が過ぎ、最高学年に向かう準備期間に入ってきました。先を見て、今やらなければならない

ことに全力を尽くしていきましょう。 

 

  

原爆資料館には、当時の悲

惨な様子が写された写真

や、焼け焦げた遺物が多数

展示されていて、見ていて

心が苦しくなり、二度と戦

争を起こしてはいけない

と強く思いました。記念式

典にも参加し、この気持ち

を伝え、広めることの重要

性と責任を感じました。 

2 学期は字を丁寧に書く事

で、集中力を高め、礼儀正

しく見られるようにした

い。また、数学ではうっか

りミスが多いので、落ち着

いて課題に取り組みたい。 

残りの学校生活を、仲間と

共に大切に過ごし、後輩の

皆さんの手本となるべく、

3 年生全員で頑張りたい。 

Oさん Fさん 


